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監視機器及び測定機器管理計画 

 
測定機器の精度及び使用適合性を保つため、支店購買部長及び作業所長は、測定機器

の管理責任者として、それぞれの責任分担（支店購買部長は②③④⑥⑧、作業所長は①

～⑨とする。）に従って次の事項を実施する。 
 
①測定項目は「各種施工管理表」の「管理項目」および「検査項目」に示し、必要な精

度は「各種施工管理表」の「管理水準」「判断基準」及び「合否判定基準」の単位に従

い、必要な正確さと精密さを持つ適切な測定機器を選定する。 
②測定機器の校正に関する業務は「測定機器管理規則」に基づき実施する。 
③校正状態を識別するため、測定機器本体に校正したことを証明する「検査証」又は「合

格証」ラベル等を貼付し、測定機器を識別する。 
又、校正結果を確認後「測定機器管理台帳」に記載し、「検査成績証」又は「検査合格

証」と共に校正記録として保管する。 
④測定機器を校正した記録は、「測定機器管理規則」の従って、維持する。 
⑤測定機器の構成基準からのはずれが発見された場合、過去の検査・試験の結果の妥当

性を評価し、文書化（「測定機器構成検査依頼書」により行う。）する。 
⑥校正、検査、測定及び試験の実施には、「測定機器管理規則」に従って、適切な環境条

件を確保する。 
⑦測定機器の取扱い、保管及び保存において、制度及び使用適合性を維持するために、「測

定機器管理規則」に基づき定期点検を行い、記録する。 
⑧試験用のハードウエア及びソフトウエアを含む測定機器には、校正によって行った設

定を無効にするような調節ができないように保護手段を講じる。 
⑨検査・測定に使用する測定機器 
当作業所で検査・測定に使用する測定機器は「測定機器管理台帳」や「測定機器使用

届出書」に示す。 
⑩管理責任者 
当作業所の全検査・測定装置の管理責任者は、作業所長       が行う。また、

管理担当者は、       とする。 
 

 

〈参考例〉 例示 ⑪ 
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〈参考例〉例示 ⑫ 
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トレーサビリティ管理計画 
 

１）本工事に要求された内容 

① 鋼材   構造用圧延鋼材 

② 塗料   塗料一般 

２）製品の識別 
製品の識別は下記により行う。 

① 鋼材の識別 
原板は材料検査時に、材料手配時の板取計画どおりの材質、板厚、寸法である

ことをミルシートにより照合する。 
② 製品の識別 

製造工程中の製品識別は上記製品マークで行う。 
３）製品トレーサビリティ 

① 製品トレーサビリティ 
橋梁による識別手順は下表によるものとする。 

 
実施項目 トレーサビリティの手順 実施時期 

鋼 材 
(構造用圧延鋼材) 

材料検査において、板取り計画どおりの材質・板厚・

寸法であることをミルシートと照合する。 
切断作業前 

 
製作工程内での各部材には、工事番号又は工事名・

部材マークを表示し、製品の識別を行う。 
罫書き作業

時 

 
設計図通りの材質・板厚・寸法であることを罫書き

時付けた部材マークと照合する。 
板材組立時 

 
組立部材は、仮組立で「現場仮設マーク図」をもと

に工事番号又は工事名・現場仮設マークを表示する。 
部材組立時 

 
出荷における積込みの確認結果は「送品明細書」に

記入する。 
出荷前 

 
積込みを行った製品においては、据付責任宛に「納

品書」を発行し、輸送施工業者によって据付責任者

に届けられる。 
輸送時 

 

〈参考例〉 例示 ⑬ 
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〈参考例〉
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不適合管理計画 
 
作業所長の責任と権限において、下記に示す事項を実施する。 
①不適合品の誤使用を防ぐための識別及び隔離は、下記に従って実施し、作業所内関係

者に周知する。 
・受入検査 

(a)未検査品を作業所内に保管する場合、未検査品の使用を防止するため、表示等

によって未検査品である旨の識別を行う。 
(b)不適合品については、不適合品の使用を防止するため、区分又は表示等により、

識別を行う。 
(c)合格品は無表示とする。 

尚、上記(a) ,(b)における表示の方法は、識別カード等を作成する。 
・工程内検査 

(a)各検査を実施した状態が誰にでも判別できるように、検査報告書等に検査対象

を明記する。 
(b)上記の検査進捗図には、「未検査」「検査合格」「検査不合格」の内、いずれかの

状態がわかるように作成する。 
・最終検査 

(a)最終検査を終了し、支店長の許可を得るまでは、顧客への引渡し業務（顧客に

よる竣工検査等）は実施しない。 
・施工中に発見した不適合品 

(a)施工中に発見した不適合品については、その管理に用いた各種チェックシート

等に、その対象を特定できるように記載することにより識別する。 
②不適合品の内容の確認を行い、評価し、その処置を決定し、実行する。 

【処置方法】････････『手直し』『特別採用』『再格付け』『廃棄』 
③不適合品の処置の内『特別採用』を採択する場合、契約で要求されている時は、検査

は合格しない製品の使用又は修理の提案を顧客へ申請し、その内容を「不具合・是正

処置・予防処置報告書」に記録する。 
④『手直し』又は『特別採用（修理したもの）』した不適合品については、「8 検査計画」

に従って再検査を実施する。 
⑤不適合が発生した場合、「不具合・是正処置・予防処置報告書」を作成し、支店土木部

に報告する。 
又、受入検査における不適合品の場合、支店土木部は、支店購買部へ報告する。 

 

〈参考例〉 例示 ⑭ 
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〈参考例〉
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トレーサビリティ管理記録 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈参考例〉例示 ⑮ 
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〈参考例〉 例示 ⑯ 
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〈参考例〉例示 ⑰ 
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内部監査チェックリストの例 

 

品質マネジメントシステム 

監査チェックリスト 

頁：１/100 

日付：200×年 10 月２日 

監査対象（項目）：識別及びトレーサビリティ  監査組織：品質管理部・検査課 

監査員：蒲田 五郎              対応者：品質管理部長 神田 明人 

要求事項：7.5.3 項 

組織は、監視及び測定の要求事項に関して、製品の状態

を識別すること 

引用規格 

ISO9001:2000 

質問及び確認方法 

①受入検査及び最終検査から無作為に３個ずつ、サンプルを抽出する。 

②適合、不適合を示すマーキング、正式のスタンプ、札、ラベル、移動カード、検査記

録、置き場所、その他適切な手段によって識別されているかどうかを確認する。 

問題点及び観察事項 

①不適合の状況：製品の検査・試験の状態は、実施した検査・試験について、製品が適

合しているか、又は不適合であるかが、適切な手段によって識別されていなかった。

②監査証拠：注文番号 4007-41 の受入検査報告書は、部品番号 4077139 のスイッチの箱

に添付されてあった。検査済みのスタンプは、受入検査報告書にあるので、受入検査

報告書の箱から取ってファイルすると、箱には注文番号と部品番号のみの識別となる。

この状態では、スイッチの箱の検査状態の識別はないことになり、又、手順書ではこ

のような状況についての扱いについて何も定められていない。 

 

フォローアップ： 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈参考例〉 例示 ⑱ 
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内部監査報告書 
品証部長 検印 監査ﾁー ﾑﾘー ﾀ゙  監査員名 □システム 

□プロセス 

□プロダクト 

対象部門 

 
実施年月日 

    

対象工程 

名称 
 当該 

責任者 
 

定期□   臨時□   その他□ 監査の理由 

 

指摘事項 

監査項目 監査結果 判定 

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

是正勧告内容：               回答期限 承認 担当者 

 

 

  

是正処置確認：               回答期限 品証部長 監査員 

 

 

 

 

 

  

 
 

〈参考例〉例示 ⑲ 
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〈参考例〉 例示 ⑳ 
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〈参考例〉


